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拝啓　時下ますますご盛栄の事とお慶び申し上げます。

世界各地で気候危機が深刻化する中、政府ならびに企業のリーダーが果たす役割はますま

す重要となっています。

昨年10月に菅総理総理大臣が2050年カーボンニュートラルを宣言して以降、この目標をどの
ように達成するかということが日本の直面する重要な課題となり、この重要な時期、日本経済

の屋台骨を担うトヨタ、日産、ホンダといった日本を代表する企業の影響力は計り知れないも

のとなっています。

カーボンニュートラルの発表に加えて、政府は現在、日本の気候政策、特にパリ協定に基づく

国別約束（NDC）の見直しを進めています。

菅総理が出席するバイデン大統領の気候に関する首脳会議や、11月にグラスゴーで開催さ
れるCOP26会議を前に、日本は現在の政策と将来に向けた軌道を見直す必要があります。

貴社が所属する日本自動車工業会は、今年1月、日本のカーボンニュートラルの目標と再生
可能エネルギーによる発電の必要性を支持する声明を発表しています。

このことを踏まえ、産業界のリーダーとして、また、世界的な影響力を持つ日本を代表する企

業の代表として、以下の点についてお聞かせ願いたいと考えております。



1．日本が、温室効果ガス排出を2030年までに2013年比で少なくとも50％削減するという、パ
リ協定に基づくNDC（国別削減目標）を発表することを支持しますか？　また、国連が目指す
野心的な目標に沿い、日本政府がさらに高い排出削減を打ち出すことを支持しますか？

２．日本の電源構成に占める再生可能エネルギーの目標を、2030年までに50％以上に引き
上げるよう提唱しますか？

３．米国やEUなどを含む貴社が事業を展開する国や地域において、野心的な再生可能エネ
ルギーやNDC、自動車の排出基準を支持しますか？

4.　持続可能な未来の一部としてのモビリティについて貴社のビジョンを共有いただくために、
私たちとの面談に応じていただけますか？

日本時間の本日午後から明日にかけ、日米首脳会談が行われ、4月22日には気候サミットも
予定されています。私たちは、貴社と政府がこの機会を捉え、日本と世界のより良い未来を築

くために貴社の影響力を活用し、早急に行動を起こし、真にグリーンで持続可能な未来の創造

をリードしてくださることを願っています。

この書簡に対するご回答を、2021年4月21日（水）までに、グリーンピース宛の書面で、もしく
は上記1−３へのご回答を含む形で貴社から公式発表していただきたく、よろしくお願い申し上
げます。
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